
提
　
言

　

我
が
国
企
業
は
、
こ
れ
ま
で
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ

シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
を
通
じ
て
、
ホ
ス
ト
国
の

人
々
の
生
活
や
経
済
活
動
に
お
け
る
諸
課
題
を
解
決

し
、
経
済
発
展
や
地
域
の
安
定
に
貢
献
し
て
き
た
。

　

他
方
、
我
が
国
が
強
み
と
す
る
「
質
の
高
い
イ
ン

フ
ラ
」
は
、
近
年
、
価
格
競
争
力
や
技
術
優
位
性
の

低
下
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
気
候
変
動
問
題
に
加
え
て
、
地
政
学

上
・
人
権
上
の
リ
ス
ク
や
、
国
際
標
準
化
・
国
際
ル

ー
ル
整
備
へ
の
関
与
、
突
然
の
政
変
等
の
カ
ン
ト
リ

ー
リ
ス
ク
な
ど
、
多
岐
に
亘
る
課
題
と
リ
ス
ク
に
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
図
表
）。

　

こ
う
し
た
中
、
経
団
連
は
、
会
員
企
業
等
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、
提
言
「
戦
略
的
な
イ
ン
フ
ラ

シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
に
向
け
て
─
２
０
２
１

年
度
版
」（
以
下
、
提
言
）を
取
り
ま
と
め
公
表
し
た
。

以
下
、
日
本
政
府
お
よ
び
関
係
機
関
等
へ
の
要
望
を

中
心
に
紹
介
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の 

対
応
の
継
続
・
強
化

　

一
連
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
も
た
ら
し
た
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
中
断
・
遅
延
、
資
機
材
調
達
コ
ス
ト
の
上

昇
等
は
、
我
が
国
政
府
に
よ
る
資
金
面
等
の
支
援
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
解
決
に
は
時
間
を
要
す
る
。
そ
こ

で
、
我
が
国
政
府
に
よ
る
資
金
面
で
の
支
援
や
在
外

公
館
等
を
通
じ
た
支
援
の
継
続
、
さ
ら
に
は
、
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ａ
Ｘ
等
の
国
際
枠
組
み
を
活
用
し
た
諸
外
国
へ
の

ワ
ク
チ
ン
供
与
に
よ
る
信
頼
の
醸
成
が
引
き
続
き
求

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
我
が
国
の
厳
格
な
水
際
対
策
に

よ
り
海
外
出
張
は
思
う
に
任
せ
ず
、
新
規
案
件
の
組

成
等
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
に
な
っ
て
段
階

的
に
緩
和
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
人
の
往
来
の

早
期
再
開
に
向
け
、
さ
ら
な
る
善
処
が
必
要
で
あ
る
。

国
内
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と

連
動
し
た
グ
リ
ー
ン
戦
略
の
推
進

　

気
候
変
動
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
の
解
決
に
向

戦
略
的
な
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の 

海
外
展
開
に
向
け
て

─
２
０
２
１
年
度
版
を
公
表

け
て
、
我
が
国
政
府
は
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
国
内
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た

取
り
組
み
と
、
我
が
国
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
必
要
な
海
外
の
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
整
備

と
を
有
機
的
に
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

は
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
）に
つ
い
て
は
、
現
在
17
カ
国
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
国
・
地
域
の
拡
大
や
関
連
す

る
予
算
の
拡
充
等
が
求
め
ら
れ
る
。
加
え
て
、
財
政

支
援
を
伴
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
や
社
会
実
装
に
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（注２）BDN（Blue Dot Network）：日米豪が提唱した新たな認証制度
（注３）PPP（Public Praivate Partnership）：官民パートナーシップ
（注４）O&M：Operation and Maintenance

向
け
た
制
度
の
拡
充
と
と
も
に
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
等
が
先
行
す
る
ル

ー
ル
作
り
へ
の
我
が
国
政
府
に
よ
る
積
極
的
な
関
与
、

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
供
与
促
進
等

の
環
境
整
備
が
肝
要
で
あ
る
。

地
政
学
上
・
人
権
上
の
リ
ス
ク
を

踏
ま
え
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化

　

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
に
あ
た
っ
て
も
、

地
政
学
上
・
人
権
上
の
リ
ス
ク
へ
の
十
分
な
配
慮
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
政
府
に

は
、
企
業
が
人
権
に
関
す
る
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ

ン
ス
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
提

供
や
、
他
国
の
経
済
安
全
保
障
関
連
法
令
の
域
外
適

用
に
よ
る
我
が
国
企
業
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
止
め

る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

国
際
標
準
化・国
際
ル
ー
ル
整
備
へ
の
関
与

　

価
格
競
争
力
で
厳
し
い
立
場
に
あ
る
、
我
が
国
の

フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

新
戦
略
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
実
行
や
省
庁
縦
割
り
対
応
の

解
消
等
に
向
け
て
、
司
令
塔
機
能
の
強
化
が
求
め
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ

（
注
３
）に
関
す
る
Ｆ
Ｓ
事
業
支
援

や
ホ
ス
ト
国
に
お
け
る
関
連
の
法
制
度
整
備
等
が
必

要
で
あ
る
。
加
え
て
、
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
を
質
の

高
い
状
態
で
利
用
に
供
す
る
観
点
か
ら
、
適
切
な
運

営
・
維
持
管
理（
Ｏ
＆
Ｍ

（
注
４
））に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ

る
支
援
等
が
重
要
で
あ
る
。
併
せ
て
、
第
三
国
市
場

連
携
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
現
地
企
業
と
連
携
し
た

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
、

イ
ン
フ
ラ
等
の
展
開
に
関
す
る
二
国
間
・
多
国
間
の

各
種
枠
組
み
に
基
づ
く
案
件
形
成
が
期
待
さ
れ
る
。

　

以
上
の
ほ
か
、
提
言
で
は
、
ホ
ス
ト
国
側
の
課
題

の
改
善
に
向
け
て
、
ホ
ス
ト
国
側
と
の
川
上
段
階
か

ら
の
連
携
強
化
や
、
現
地
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
の
支
援
、
税
金
や
支
払
い
遅
延
等

を
巡
る
各
種
ト
ラ
ブ
ル
対
処
へ
の
支
援
、
な
ら
び
に

法
制
度
の
整
備
や
外
資
規
制
等
の
規
制
緩
和
な
ど
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
や
人
材
育
成
の
強
化
を
求
め
て

い
る
。
ま
た
、
我
が
国
の
強
み
を
活
か
し
、
ウ
ィ

ズ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
今
後
一
層
注
力

す
べ
き
分
野
と
し
て
、
特
に
、
グ
リ
ー
ン
、
デ
ジ
タ

ル
、
生
活
・
社
会
基
盤
イ
ン
フ
ラ
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
を
含
む
都
市
開
発
の
₄
つ
の
分
野
を
挙
げ
て
い
る
。

　

経
団
連
と
し
て
は
、
上
述
の
要
望
の
実
現
に
あ
た

り
、
日
本
政
府
・
関
係
機
関
に
働
き
掛
け
を
行
う
と

と
も
に
、
ホ
ス
ト
国
政
府
に
対
し
て
も
理
解
を
求
め

て
い
く
。

優
れ
た
技
術
や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ス
テ
ム
等
の

海
外
展
開
を
進
め
る
う
え
で
、
国
際
標
準
の
獲
得
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
向

け
て
、
必
要
な
国
内
の
体
制
整
備
や
資
金
・
人
材
面

に
関
す
る
支
援
に
加
え
て
、
国
境
を
ま
た
ぐ
デ
ー
タ

の
利
活
用
を
進
め
る
た
め
の
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ

（
注
１
）の
具
体
化
な

ど
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
輸
出
信

用
面
で
の
公
正
な
競
争
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

新
興
国
に
も
共
通
す
る
ル
ー
ル
の
策
定
が
重
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
現
在
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
検
討
を
進
め
て

い
る
認
証
制
度（
Ｂ
Ｄ
Ｎ

（
注
２
））に
つ
い
て
は
、
使
い
や
す

く
柔
軟
で
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
関
す
る
Ｇ

20
原
則
」を
着
実
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
ツ

ー
ル
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

有
事
へ
の
対
応
を
含
む

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
等
支
援
の
強
化

　

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
に
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ

等
の
公
的
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
通
じ
た
支
援
が
不
可

欠
で
あ
る
。
海
外
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
事
業

の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
民
間
投
資
を
呼
び
込
む
た
め

に
も
、
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）お
よ
び
国
際
協

力
銀
行（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）に
よ
る
投
融
資
、
日
本
貿
易
保

険（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
）等
に
よ
る
一
層
の
支
援
の
強
化
と
拡

充
が
望
ま
れ
る
。
な
お
、
突
然
の
政
変
な
ど
有
事
の

際
に
は
、
現
地
情
勢
の
変
化
を
捉
え
た
迅
速
か
つ
柔

軟
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
方
針
の
策
定
と
公
表
、
実
施
企
業
へ
の

適
時
適
切
な
情
報
の
開
示
・
共
有
が
求
め
ら
れ
る
。

官
民
一
体
と
な
っ
た
案
件
形
成

　

こ
れ
ま
で
、
官
房
長
官
を
議
長
と
す
る
経
協
イ
ン

フ
ラ
戦
略
会
議
が
司
令
塔
と
な
り
官
民
一
体
で
イ
ン

インフラシステムの海外展開を
とりまく多様な課題とリスク

■質の高いインフラは価格競争力の面で課題
に直面

■他国の技術力向上による技術優位性の低下
に加え、主に、次のような課題やリスクに
直面

新型コロナ
ウイルス
感染症

ホスト国の
社会課題解決に資する

質の高いインフラシステムの
海外展開

地政学上・
人権上の
リスク

気候変動
問題

国際標準化・
国際ルール
整備への関与

突然の政変等
カントリーリスク
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